
観音寺市立学校再編計画検討委員会会議概略 
（第９回会議）【公開用】 

日時 平成 21 年 2 月 23 日（月） 
午後７時３０分～午後９時２５分 

場所 市民会館 第 3 会議室 
出席者 委員２０名（欠席なし）、 

事務局７名 
 
会議次第 
・ 議題 
１． パブリックコメントについて 
２． その他 

討議概要 
（会議録署名人を指名後、議題に入る。） 
１．パブリックコメントについて 
・ 事務局より 12 月 1 日から 1 月 31 日まで募集したパブリックコメントの意見提出状況について

報告した。（提出件数が１２６件、意見内容（原文）の写しと要約案を委員に配布。別途、署名・

無記名アンケート等を添付提出したもの、連名のものもあるが、ここではそれぞれ１件として

いる。） 
・ 提出意見を１．「学校・学級の規模に関すること」、２．「通学に関すること」、３．「再編の枠組

みに関すること」、４．「地域振興に関すること」、５．「学校施設に関すること」、６．「その他」

に分類し、分類ごとに類似意見は取りまとめ、要約するとともに、それぞれの分類で検討委員

会の見解をつけ公表することを確認した。 
・ ３．「再編の枠組みに関すること」は他分野の検討後に検討することとした。 
・ 各分野の要約案について内容を確認、主旨の違い等がないか確認した。 
・ 検討委員会の見解は次回までに叩き台をまとめ、それを検討していく方法で進めることとした。 
 

◎ 委員発言の主旨（同種の発言はひとつに要約。） 

【提出状況等について】 
＊ 地域別の提出状況はわかるか。多いのはどこか。 
 （事務局回答：記載された住所から推測すると、萩原校区が８０件、粟井校区が１９件、高

室校区が 5 件、観音寺東校区が９件、あとはそれぞれ 1～２件程度と思われる。地域で一

括して持参・郵送もあった。） 
＊ 統廃合になるという地区からは多いが、それ以外から少ないのが気になる。 
＊ この会議では対等合併を前提に議論しているが、一般的にはそう捕らえていない。 
【学校・学級の規模に関すること】 
＊ 小規模だと連帯感があるというが、20 人、30 人の学級でも先生がしっかり目を向ければ

そんなに問題が起こらないのではないか。先生の配置数は？ 
 （事務局回答：学級 40 人までだと 1 人、41 人になると 2 人で、20 人と 21 人の２クラスに



なる。低学年には一定の基準で複数担任にする場合がある。） 
＊ 検討委員会として適正な規模を決めたが、パブリックコメントの意見をふまえて修正する

のか、堅持するのかを含め議論して回答していくことが重要。 
＊ 単学級のメリットはデメリットの裏返しでもある。1 学年 10 人以下になれば男女比のアン

バランスも考える必要がある。統合して中規模となってもデメリットを解消する努力が必

要。 
【通学支援に関すること】 
＊ 通学支援・通学バスは、距離重視ではなく体力や道路状況など柔軟に考える必要がある。 
＊ 地域の方の見守り、声かけは最大の安全対策。統廃合でもそのことは意識して推進する必

要がある。２．５キロメートルという距離については、国の基準４キロメートルよりも大

幅に少なく子どもの立場で考えていることの理解を求めたい。 
【地域振興に関すること】 
＊ 公民館でいろいろな行事は学校があるからできる。校区が広くなれば公民館から子どもが

離れるのではないか。いかに公民館活動を活発にするかが大切。 
＊ 公民館施設があれば自治会や子ども会の行事は残るが、運動会は難しい。施設を利用した

地域の集まりということに配慮は必要。 
＊ 地域活動に積極的支援を望むという考え方を残すことは大事ではないか。 
＊ 新しい校区が始まり、新しいつながりができていくという理解も必要ではないか。 
【学校施設に関すること】 
＊ 耐震化工事で今の建物の危険性は減らせるが、耐用年数を延ばすわけではないと聞いてい

る。 
＊ 学校施設は地域の安全安心の施設でもある。遠くまで避難しなければならないのは困る。 
＊ この委員会では、統合小学校の位置までは検討の対象ではない。 
＊ 耐震化の問題は急がなければならないが、まず子どもたちにとってふさわしい教育環境と

は何かがこの委員会の一番のポイント。 
＊ 耐震診断の結果はいつか？ 
（事務局回答：３月末にはすべて終える予定で、結果を見て優先順位を考えることになる。） 

【その他】 
＊ 知らないところで議論が進められているという意見は気になる。答申後のスケジュール

は？（事務局回答：答申後、市や教育委員会で具体的な協議に入る。財政的なことも含め

様々な面から検討して具体案をまとめることになる。） 
＊ 幼稚園 2 園体制は早くからいわれていたせいか、意見が少ない。 
【再編の枠組みに関すること】 
＊ 粟井小と柞田小では突拍子もないという声がある。統合に前向きになるためには、適当な

場所に新設ということであればある程度の規模になるのでは。 
（時間的に提出意見の確認程度で次回に持ち越し） 

２．その他 
・ 次回は、3 月 9 日（月）に会議を行うこととした。 


